
 

◇次回世話人会 ：令和４年６月５日（日）12：00～12：30 

◇内    容 ：活動の反省、次回活動の打合せ 

  ※ 欠席する世話人の方は、事務局宛てに事前連絡をお願いいたします。 

◆日 時 ：令和４年６月５日（日）9:30～12:00 （雨天時予備日：令和４年６月１２日（日）） 

◆集 合 ：大宮公園事務所２階 

◆内 容：ひこばえ取り、接ぎ木苗の苗圃への植栽 

◆参加費：無料 

◆持ち物：汚れても良い作業しやすい服装・軍手・帽子、飲み物など。 

◆申込・連絡先： 前日までに 大宮公園事務所 土木担当へメールにてご連絡ください。 

  MAIL:m4163911@pref.saitama.lg.jp／TEL:048-641-6391 FAX:048-641-2656 
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第11６回桜守ボランティア活動報告 

 

↑コスカシバ成虫（※1）↑コスカシバ幼虫 ↑食害痕（ヤニ） 

↑シダレザクラにも設置しました ↑ 参加者の皆さん。お疲れ様でした！ 

 

◇日時：令和４年４月２４日（日） 

◇天候：曇り   ◇参加人数： １３名 

◇内容：コスカシバフェロモン剤設置 

大宮公園では、サクラの害虫コスカシバの被害が

多く見られるため、コスカシバフェロモン剤を毎年4

月に設置しています。コスカシバは5～10月に樹木の

傷などに産卵し、孵化した幼虫は樹皮の下の形成層

を食い荒らします。フェロモン剤は、化学的に性フ

ェロモンを合成したもので、コスカシバの交尾を阻

害し、幼虫の発生を抑えます。 

今回は全部で133本のサクラに計800本のフェロモ

ン剤を設置することができました。参加者の皆様、

ありがとうございました。 

第11７回桜守ボランティア活動のお知らせ 
 

世話人会のお知らせ 
 

↑シュロ縄を幹に巻いて、フェロモン剤を結び付けました 

tel:048-641-6391


 

 

 

 

 

2022.4.24 

スタンドの裏の方で、思いがけず、ホウチャクソ

ウの群落を見かけました。 

ホウチャクソウは、日本列島の低地や丘陵帯の落

葉樹林の林床に生育します。肥沃で土が深く、日陰

になるところであれば、竹やぶや林縁などでも見ら

れます。地下茎で伸びるので、群がって生えること

が多いです。 

ホウチャクソウは、その花が下垂して咲くありさ

まを五重塔の軒下に吊るされた風鈴に似た宝鐸にな

ぞらえて名づけられたと言います。アマドコロやナ

ルコユリと似ていますが、茎が枝分かれするので区

別できます。 

市街地の公園であるにもかかわらず、このような

野の花が咲く大宮公園の自然を守り、将来へ引き継

いでいきたいものですね。 

大宮公園で春の花を見つけました。 

大宮公園の野の花「ホウチャクソウ」 
 

参考資料： フィールド百花 野の花３ 1982 

週刊朝日百科 植物の世界 112号 1996 


